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一般的な建築物火災に比較して、地下空間及び駐車場等の火災性状は、収

納物による火災外力及び空間構成等々が異なり、極めて複雑です。現在、都

市のインフラ整備が進められるなか、地下空間の有効利用は重要な課題であ

り、縦横に配置された地下通路と店舗で形成される地下街、大規模な地下駐

車場、機械設備・非常用物資収納空間、及び近未来における大深度居住空間

等々の開発が加速されれば社会・経済面において、大きな貢献が期待されま

す。一方、これらの空間における防災対策は、綿密な基本計画による設計が

必要であり、一歩間違えれば罹災時に大きな被害が想定されます。従って、

これら空間の火災性状の解明、昜燃性収納物質及び火災外力の設定、構造体

に掛かる大きな構造外力、さらに防火・消火設備の作動による延焼拡大防止

等を十分に考慮した多様なケ－スを想定した火災シナリオに基づいた評価

基準は必要不可欠です。 

今般の実大燃焼実験は、これらの特殊な性状を呈する空間火災で極めて重

要なファクタ－となる火災外力を整備する目的の一環として、当所、実大火

災実験棟の新設大型火災フ－ドを用いて、１０月２８日から１１月下旬にか

けて漸次、車を燃焼させて設計火源設定のための技術資料を収集します。対

象車輌は、軽自動車、中型／大型乗用車、ＲＶ車及び商用車（ワゴン）を用

いた燃焼実験を実施して、火炎の形状と温度分布、放射熱流束、燃焼速度及

特殊な火災外力を想定した自動車燃焼実験特殊な火災外力を想定した自動車燃焼実験特殊な火災外力を想定した自動車燃焼実験特殊な火災外力を想定した自動車燃焼実験    
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び発熱量等を測定します。実験によって、得られた技術資料は、立体駐車場、

自走式駐車場及び高速道路並びに一般道路のトンネル等における火災性状

のモデル化に用いられ、構造部材に加わる火熱に対して安全な防災性能評価

規準として活用が期待されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 同様の実験として、前記大型火災フ－ドを用いた OR機器、昜燃物質、危
険物等の燃焼実験を行い、特殊な火災外力のデ－タベ－スを整備します。ま

た、これらの大きな火災外力に基づいた火災を加熱炉で再現して、構造部材

の耐火性能を検証し、耐火被覆設計における新素材・新工法の開発研究を進

めます。研究体制は、進捗の状況に応じて、建築研究コンソ－シアムによる

共同研究を平成１５～１６年度にかけて計画しており、現在、「特殊な火災

外力が想定される空間における火災性状の解明と安全性評価手法の開発」

（高性能耐火被覆工法の開発）のテ－マで公募を行っております。 


